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平成 15年度 『 湯 沢 町 成 人 式 』 於 湯沢町公民館・ 2003/03/14

今
年
も
８
月
１４
日
に
湯
沢

町
公
民
館
に
お
い
て
成
人
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
（昭
和
５８

年
４
月
２
日
～
開
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
１
２
０
人
が
対

象
。
与つ
ち
７４
人
が
出
席
。
）

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
久
し

ぶ
り
に
会

っ
た
友
人
や
中
学

生
の
時
に
お
世
話
に
な

っ
た

先
生
と
の
再
会
を
喜
ん
で
い

ま
し
た
。

２０
歳
に
な
る
と
さ
ま
ざ
ま

な
権
利
と
と
も
に
義
務
も
生

じ
て
き
ま
す
。

国
民
年
金

へ
の
加
入
も
そ

の

一
つ
で
す
。
国
民
年
金
は
、

２０
歳
か
ら
６０
歳
に
な
る
ま
で

加
入
し
、■保
険
料
を
支
払
う
こ

と
に
よ

っ
て
満
６５
歳
か
ら
老

齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
加
入

。
納
付
中
に

万

一
病
気
や
事
故
な
ど
で
重

度
の
障
害
者
に
な

っ
た
時
に

は
、
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ

れ
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
！

ネ兄長寿 奪ゆう0■ 9与 む■,争 0こ V3● ■'
町民懇談会を行います 争。・ e争 争0こ 路●●

町長コラム 花・水・木 等奇や0好 0い 0毎 企
介護者教室のお知らせ 。e攣 ぅ。

パソコンの回収リサイクルが変わります Ⅲ 6～
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９
月
１５
日
は
敬
老
の
日
で
す
。

ご
長
寿
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年

８
月
末
現
在
、
湯
沢
町
内
に
居
住

さ
れ
て
い
る
９０
歳
以
上
の
人
は
１

１
５
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ク
マ
ジ

（石
白
）

ス
　
イ

（堰
場
）

ト
　
ヨ

（小
坂
）

ク

（堰
場
）

策

（堰
場
）

鍵
麟
難
朗
一一韓鶴
制
鯉
騨
・一一弾
持
‐！

ブ

（堰
場
）

ダ

（下
熊
野
）

卜

（
一
之
町
）

枝

（古
野
二
）

軽
察
【一菱
ガ
・‥
……″弾戦
”一驚
辮
鞘

ベ
　
ン

（堰
場
）

ウ
メ
オ

（谷
地
）

ハ
　
ツ

（楽
町
）

シ
　
ゲ

（原
新
田
）

シ
　
ヅ

晴

政

ハ
　
ル

ス

ミヽ
エ

差
口　
正

政

榮

（堰
場
）

（西
山
）

（滝
ノ
又
）

（堰
場
）

（土
樽
）

（滝
ノ
又
）

マ
　
サ

（谷
地
）

富
次
郎

（愛
宕
）

ム
メ
ノ

（古
野
一
α

ヤ
ス
イ

（原
）

ハ
ル
エ
（
一
之
町
）

カ
　
ウ

（堰
場
）

一日
一
　
（渥
竺
死
）

勝
治
郎

（田
中
）

触
嬢
理
鶏
舞
常磐
魏
解
難
鶴
　
　
　
欝
軽
効
葬
勤
霧
舞
靱
狗期

南 廣 高

雲 田 橋

官 岡

下 村

培 ト

角 田 南 高

谷 村 雲 岡

松 モ サ ノ

南 高 高 鈴

雲 橋 橋 木

中 森 高 田 小 角 高 田 半
野

村 下 橋 村 塚 谷 橋 村 澤

ミ マ チ リ サ ナ 隆 夕 竹

酒 星 角 笛 岡 南 内 森 栗

井  谷 田 田 雲 山 下 原

林 林 吉 高 山 南 富

田 橋 岸 雲 沢

ア ト シ ヨ カ ノ 寅
サ

高 高 山 須 南 南 林 田

井 橋 本 藤 雲 雲  村

腰 鋼 角 南 南 笛

越 持 谷 雲 雲 田

高 山 富 梅 中 腰 冨 樋

橋 本 沢 沢 村 越 沢 日

鶉
蕪
Ч
解
磐
珈響
】
期
警
”
無
　
　
　
和
久
井

野

（田
中
）

力

（楽
町
）

清

（土
樽
）

力

（中
里
）

卜

（谷
後
）

卜

（谷
地
）

力

（小
坂
）

ツ
ノ

（上
熊
野
）

ツ

（堰
場
）

鋼 辻 鈴

持 本 木

フ や き

高 高 有

橋 橋 馬

み

（栄
町
）

よ

（堰
場
）

ジ

（土
樽
）

松
　
子

（堰
場
）

徳
　
昌

（中
里
）

ス
　
ミ

（小
坂
）

マ
　
サ

（幅
下
）

八
郎
治

（浅
貝
）

ヨ
シ
イ

全
一居
）

ヨ
　
シ

（堰
場
）

チ
ョ
ノ

（古
野
一
一

軽
蕪
Ч一鶏
一麹
一魏
撒
翻
籍
靱

ス
　
ミ

（西
山
）

定
　
良

（堰
場
）

ツ
　
ル
．（官
林
）

ケ
　
サ

（堰
場
）

サ
　
キ

（楽
町
）
、

フ
ク
ノ

（中
子
）

ア
　
キ

（土
樽
）

ヤ
ス
尾

（西
山
）

キ
ク
イ

（諏
訪
）

フ
　
ヨ

（布
場
）

ョ
キ
ノ

（大
島
）

キ
　
ユ

（古
野

こ

ト
　
ヨ

（小
原
）

イ
　
ト

（西
中
）

ク
　
ラ

（七
谷
切
）

く
　ヽ
力

（平
沢
）

サ
　
ワ

（堰
場
）

セ
　
ツ

（堰
場
）

安
　
治

（八
木
沢
）

喜

一
郎

（楽
町
）

榮
　
次

（駅
通
）

マ
ツ
イ

全
二
俣

こ

喜
多
郎

（添
名
）

包
　
雄

（小
坂
）

フ
　
サ

（駅
通
）

久
　
平

（谷
地
）

三
男
造

（中
子
）

光
　
子

（堰
場
）

し
　
げ

（堰
場
）

ト
　
シ

（谷
地
）

ハ
ギ
ノ

（堰
場
）

ハ
ル
ヱ

（諏
訪
）

ウ
メ
ノ

（七
谷
切
）

ョ
　
ネ

（
一
之
町
）

ョ
シ
ノ

（平
沢
）

ケ
　
ン

（戸
沢
）

喜
代
治

（中
里
）

輝
　
子

（楽
町
）

ア
サ
オ

（古
野

じ

タ
ケ
ジ

（原
）

藤
　
作

（原
新
田
）

豊
　
栄

（西
中
）

※
年
齢
は
平
成
１５
年
９
月
１
日

一

現
在
。
大
正
２
年
８
月
３‐
日

一

以
前
生
ま
れ

の
方
を
掲
載

一

（敬
称
略
）
し
て
い
ま
す
。
　

　

一

な
お
、
お
名
前
を
類
似
文
字

一

で
表
記
し
て
い
る
場
合
が
あ

一

り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
一

樋 高 南 井 陽 長 坂 南

日 井 雲 熊 田 田 西 雲

高 半 南 渡 宮 宮 佐 池 高 興 来 武 上 池 剣 原 南 井 並

橋 沢 雲 遇 嶋 下 藤 田 井 日 原 井 村 田 持 沢 雲 熊 木

４導
撰
４
射
拡
靱
】
舞
Ｔ盈
〕離
靭
需

数

全
一居
）

ブ

（小
坂
）

ノ

（原
新
田
）

キ

（堰
場
）

ヅ

（堰
場
）

キ

（愛
宕
）

子

（下
中
）

童
口

作

ト

　

メ

友
　
子

キ
　
ク

ケ
サ
子

ダ
　
イ

政
　
孝

キ
　
ノ

ト
ラ
ジ

キ
　
ヨ

キ
　
サ

キ
ク
ノ

サ
　
ダ

ミ
ヽ
　

ョ

金
　
治

芳

信

カ
ヲ
ル

金

一
郎

節
　
子

（堰
場
）

（滝
ノ
又
）

（宮
林
）

（中
里
）

（土
樽
）

（一一一摘にい　一　）

（戸
沢
）

（添
名
）

（
一
之
町
）

（石
白
）

（栄
町
）

（〓
一鳳状
一
一）

（原
新
田
）

（七
谷
切
）

（駅
通
）

（上
中
）

（小
坂
）

（田
中
）

（湯
元
）

田 南 南 南 佐 原 笛 白 南 宮 乙 林 田 茂 井 矧 中 原 腰 高 関

村 雲 雲 雲 藤 沢 田 井 雲 下 川  村 野 熊 持 村 澤 越 野
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ヽ
町
民
懇
談
会
」
を
・

一行
い
ま
す

地
方
分
権

の
進
む
な
か
、
開

か
れ
た
行
政
、
町
民
参
加

の
町

づ
く
り
が
求

め
ら
れ
、
自
己
決

定
、
自
己
責

任

の
時
代
を
迎
え

て
い
ま
す
。

ま
た
、
湯
沢
町
は
合
併

せ
ず

に
特
色
の
あ
る
町
づ
く
り
を
実

現
す
る
た

め
に
、
町
民

の
声

が

充
分
に
反
映
さ
れ
る
身
迫
な
行

政
運
営
の
確
立
を
図
り
た

い
と

考
え
、
「町
民
怒
談
会
」
を
行

っ

て
い
ま
す
。

，
こ
の
懇
談
会
で
は
、
町

の
予

算
枇
妥
や
童
妥
施
策
等
を
皆
さ

ん
に
報
告

・
説
明
し
、
観
光
、
一褐

社
、
道
路
整
備
、
環
境
生
活
問
題

等

に

つ
い
て
語
り
合

い
、
町
民

参
加
の
町
づ
く
り
を
進

め
た

い

と
考

え
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
普
さ

ん
に
多
数
の
参
加
を

い
た
だ
き
、

よ
り
多

く

の
声

を
お
聞

か
せ
く

だ
主
ヽ
い
。

こ
れ
ま
で
行

わ
れ
た
６
会
場

で
は
、

尺
口
併
し
な

い
で
ど
の
よ

う

に
町

づ
く
り
を
行
う

の
か
。
」

「湯
沢
高

校
は
ど
う
な
る

の
か
。
」

な
ど
多

数

の
ご
意
見

を

い
た
だ

き
ま
し
た
。

な
お
、
今

ま
で
行

わ
れ
た
恣

談
会
は
、
町
内
会
長
を
通
じ
て

連
絡
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

今
回
、
湯
沢
地
区
は
、
対
象

の
町

内

が
多

く
あ
り
ま
す

の
で
、
広

報
を
通
じ
下
表

の
と
お
り
ご
連

絡
し
ま
す
。

【問

い
合
わ
せ
】

総
務
課
企
画
振
興
係

ＴＥＬ

７

８

４

●

３

４

５

１

～
湯
沢
地
区
の
方
対
象
～

※時間は、年後 7時 30分から9時頃の予定です。

開  催  =日 ▲富 場 対 象 町 内

9月 25日 (木 ) 湯沢町公民館
一之町、駅通、上中、谷地、楽町、下中、幅下、

諏訪、愛宕、堀切、東電、石白、湯鉄神立

9月 26日 (金 ) ロープウェー事業所 湯元、布場、滝沢、西中、西山、下熊野、上熊野

新
築

・
増
築
、
取
り
壊
し
の
際
の

家
屋
調
査
を
始
め
ま
し
た

今
年
の
１
月
２
日
以
降
に
、
新

築
及
び
増
築
さ
れ
た
方
の
家
屋
調

査
を
行

っ
て
い
ま
す
。

木
造
家
屋
の
調
査
に
は
、
税
務

課
の
職
員
が
何
い
ま
す
。

（木
造
で
な
い
家
屋
の
調
査
に
は
、

六
日
町
県
税
事
務
所
の
職
員
が
伺

い
ま
す
。
）

新
築

・
増
築
な
ど
の
工
事
が
終

わ
り
ま
し
た
ら
、
都
合
の
良
い
日

時
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ご
連
絡
の
な
い
場
合
は
、

税
務
課
よ
り
調
査
期
日
等
の
ご
案

内
を
通
知
し
ま
す
。

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら
必
ず
届
出
を
し
ま
し
ょ
う

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら
必
ず
届
出
て
く
だ
さ
い
。
（届
出
用
紙
は

税
務
課
に
あ
り
ま
す
。
）

な
お
、
新
築
、
増
築
に
伴
い
家
屋
を
取
り
壊
さ
れ
た
方
は
、
家
屋
調

査
時
に
職
員
が
確
認
し
ま
す
の
で
、
届
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【問
い
合
わ
せ
】

税
務
課

資
産
税
係

ＴＥＬ

７

８

４

●

３

４

５

２

新
築

・
増
築
の
家
屋
調
査

(3)



ツ

f

そ
こ
で
私
は
、
町
民

の
普
様
が

長
年
ｙ
ん
で
お
ら
れ
た

「町
立
湯

沢
病
院
」
の
完
成
後
、
任
期
中
に
温

水
ブ
ー
ル
の
建
設
に
着
手
す
る

つ

も
り
で
お
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
温
水
ブ
ー
ル
の
建
設

と
そ
の
通
年
営
業
に
は
、
多
額

の

費
用
を
蜂
要

と
す
る
こ
と
か
ら
、

「建
設
す
な
場
合
」
に
は
国
の
補
助

金
を
受
け
建
設
す
る
と
い
う
考
え

て
お
り
ま
し
た
。

ム奇
　
¢

町

込
ん
で

い
る
現
状
を
考
え
た
時
、

こ
の
プ
ー
ル
の
建
設
を
国
の
補
助

金
も
な
く
、
町
の
単
独
費
だ
け
で

賄
う
こ
と
は
、
将
来
の
町
民
に
負

担
を
強

い
る
も
の
で
あ
り
、
私
は

現
在
の
町
政
を
項
か
る
責
任
あ
る

者
と
し
て
、
無
責
任
な
行
為
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

′
今
、
ま
さ
に
町
村
合
併

の
嵐
が

吹
き
荒
れ
る
中
、
合
併
し
な

い
こ

町
民
の
皆
様
方
の
署
名
簿
を
見
せ

て
い
た
だ
き
、
町
民
の
普
様
の
健

康
増
進
や
、
子
ど
も
逹
の
体
位
向

上
の
た
め
に
も
ブ
ー
ル
は
終
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
国
県
に
対
し
て
補

助
金
獲
得
の
た
め
に
棄
に
働
き
か

け
、
プ
ー
ル
建
設
の
実
現
に
向
け

て
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
ご
理

解
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
「館
報
ゆ
き
ぐ
に
」
で
告

′
　

　

知

い
た
し
ま
し
た
が
、
民
間
施
設

す
　

の
屋
内
ブ
ー
ル

（競
沐
・
直
線
型
）

峰
つ
い
て
、
ナ
ス
パ
二
一
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
様
、
首
場
ブ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

・

様
が
町
民
に
仏
料
金
で
開
放
し
て

β
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　ヽ
　
、

下
さ

っ
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
、

ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
「健
康
の
町
湯
沢
を
願
う

会
」
】の
皆
さ
ん
の
主
催
で
参
加
者

ｋ
を
募
集
し
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で
夏

体
み
期
間
中

に
湯
沢
小
学
校
の

ブ
ー
ル
で

「小
学
生

（中
級
）
水
沐

教
宣
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と

は
鷲
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
町
行
政
の
推
進
に
つ

き
ま
し
て
、
町
民
の
普
様
か
ら
日

頃
よ
り
多
大
な
ご
理
解
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感

謝
申
し
上
げ
、
お
詫
び
と
さ
せ
て

い
た
だ
き

ま
す
。

稲
穐
が
風
に
揺
れ
、
す

っ
か
り

初
秋
の
気
候
と
な
り
と
し
た
が
、

町
民
の
皆
様
に
は
お
え
気
障
お
過

ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
久
し
ぶ
り
の

「花

・
水

・

木
」
の
起
稿
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ

の
た
び
は
私
の
公
約
で
も
あ
リ
ゴ

し
た
「温
水
ブ
ー
ル
建
設
」
を
凍
結

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
経
過
を
報

告
し
、
お
詫
び
に
代
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

温
水
ブ
ー
ル
建
設
に
つ
い
て
は
、

―
，
５
２
３
名
と
い
う
多
く
の
町

民
の
皆
様
方
の
署
名
を
添
え
た
陳

情
が
出
さ
れ
、
議
会
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
こ
と
は
真
摯
に
受
け
止
め

て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
現
在
、
国
の
補
助
金

の
全
体
粋
は
縮
小
を
続
け
、
更
に

今
後
、
新
潟
県
に
配
分
さ
れ
る
国

庫
補
助
金
の
多
く
は
２
０
０
９
年

開
催
の
「国
体
関
連
事
業
」
に
投
入

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
他
の
事
業
に

お
け
る
回
庫
補
助
金
の
確
保
は
非
・

常
に
困
難
で
あ
る
こ
と
が
新
潟
県

と
の
交
渉
の
中
で
解
り
ま
し
た
。

町
税
快
入
が
思

い
の
ほ
か
落
ち

と
を
選

景
気
め
低
迷
に
よ
り
町
税
収
入
が

大
き
く
減
少
し
、
し
か
も
国
か
ら

の
税
源
委

譲
も
明
確
に
さ
れ
て

い

な

い
現
状
を
考
え
れ
ば
、
将
来

の

健
全
財
政
を
ま
ず
第

一
に
考

え
、

こ
こ
は
慎
童
に
対
処
し
た
方
が
史

い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
た
次
第

で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
私
は
多
く
の

| |
ト

斡

法人土地基本調査・法人建物調査にご協力を

本年 9～ 10月 に、全国の約 49万法人を対象として「法人土地基本調査及び法人建物調査」が実施され
ます。

この調査は、全国の法人の土地や建物の所有状況、利用状況を調査するもので、その結果は統計資料と

して公表され、土地に関する諸施策の企画・立案に際して基礎資料として用いられる他、学術・研究機関、

企業等でも幅広く活用されます。調査対象法人の皆様には、9月 中・下旬に調査票が郵送されますので、

所定の事項にご回答の上、10月 31日 までに返送ください。皆さんのご理解とご協力をお願いします。

広報ゆざわ H15.9.14  (4)



町
で
は
、
介
護
が
必
要
な
方
を
か
か
え
る
家
族
の
方
の
悩
み
や
不

安
を
軽
減
し
た
り
、
介
護
に
つ
い
て
の
相
談
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
機

会
と
し
て
、
介
護
者
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ご
家
族
の
方
か
ら
、
水
分
を
摂
り
た
い
が
な
か
な
か
摂
れ
な
い
、
ま

た
は
む
せ
て
し
ま
う
、
食
が
細
い
が
栄
養
を
摂
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

良
い
か
等
食
事
に
関
す
る
相
談
を
受
け
る
機
会
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
９
月
は
栄
養

・
食
事
に
関
す
る
内
容
で
す
。
　
　
　
　
．

リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
も
兼
ね
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
多
く
の
方
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
´

奪
日
時
９
月
２６
日

（金
）

午
後
１
時
３０
分
生
３
時
３０
分

奪
会
場
総
合
福
祉
セ
ン
タ
１
２
階
保
健
事
業
室

お
内
容
・
講
話

コ
島
齢
者
の
栄
養
と
食
事
に
つ
い
て
」

（講
師

・
保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養
士
）

・
座
談
会

（質
問
な
ど
自
由
に
お
話
し
く
だ
さ
い
）

奪
対
象
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
、
介
護
に
関
心
の
あ
る
方

;ヽrj

奪
申
込
締
切

９
月
１９
日

（金
）
ま
で

お
申
込

・
問
い
合
わ
せ

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

・砒
７
８
４

●
３
０
０
０

(Ⅲ
と

こんな子になってもらいたい』
の忌いを子どもに伝える子育て辞座の

赤ちゃ

～

が生まれたらどんなふうに子育てをヒ斉いですか?どんな
ふうな子どもに育ってもらいたいですか?お母さんやお父さんの思い
は毎日の生活の中で赤ちゃん。子どもに伝わずています。
町では「胎児期から始まる心豊かな子育て教室」をテーマにした妊婦

教室を開いて5年目になります。妊娠中から子育ては始まあています。
今回は、子育ての中で少し気にとめて欲しいこと、子育てが大変なも
のではなく楽しいものになるようなお話しを大勢の皆さんに聞いても
らいたいと思い、子育て講座を開催することとなりました。ぜひ、妊婦さ
ん。子育て中の方はお聞きください。

【日  時】 9月 30日 (火)午前 10時 30分～正午
【会  場】 湯沢町公民館
【講  師】 稲垣 シズエ氏
【対  象】 これからお父さん。お母さんになる方

子育て中のお父さん。お母さん。おじいちゃん。おばあちゃん

【定  員】 30人 (先着順)            、

【申込締切】 9月 22日 (月 )まで

※お子さんを連れてくる場合は申し込み時にお知らせください。

【申込。問い合わせ】保健センター TE[784-3149

講師紹介 稲垣 シズエ 氏
学校の先生からカウンセラー・深層心理の指導講師・臨床言語士として勉強を重ねられ、学校派遣カ

ウンセラーや教育アドバイザーなど幅広くご活躍されていました。現在、湯沢町でも就学前の子ども

たちを対象に行っている「言葉を伸ばすかかわり教室」にもご協力いただいています。

く
'
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2003年 10月。
1家

庭の使用済みパソコンの回収・リサイクルが変わります。

今年、「資源有効利用促進法」にもとづき、家庭から出される使用済みパソコンの回収・ リサイクル

をする“PCリ サイクル"が開始されます。これは、消費者の皆さんとメーカーが協力しながら、使用済
みパソコンを再資源化することにより、廃棄物の削減と資源の有効利用の促進を目指すものです。この
“PCリ サイクル"がスタートすると、パソコンの回収・ リサイクルは次のようになります。

0 最寄
りの

郵便局に回収を指示します。

0
パソコンが不要になったら

メーカーに回収を申し込みます。

0

0 大切
にしていたパソコンを

きちんと再資源化します。
と

OPCリサイクル開始後、購入の場合`
→囲lЫ申込
⑤ PCリ サイクル開始前、隠入の場合
→囲l罠申込十費用支払い   r'(

】

咤

0
集めた使用済みパソコンを

メーカーに配送します。

集荷希望の場合は、戸口回収し、持ち込

み希望の場合は最寄りの郵便局 (簡易郵

便局は除 く)で受けます。

《対象機器》

●個人で購入し不要になった
。デスクトップパソコン

・ノートパソコン

・CRTデ ィスプレイ
・液晶ディスプレイ

● PCリサイクルにご協力ください。

使用済みパソコンを回収・再資源化するためには、費

用がかかります。 (詳しくは次のベージ)

消費者の皆さんに負担いただく回収再資源化料金は、

循環型社会を目指すために活用されます。また、メー

カーでは、再資源化こともに、環境負荷の少ない製品の

開発を進めています。ご協力ください。

メーカーの

再資源化センター

ヨ ロ

騒

郵便局

パソコンユーザー

メーカーの

リサイクル受付

広報ゆざわ H15.9,14  (6)



値
Ｒ
清
許
パ
ソ
コ
ン
を
　
　
　
　
　
　
・

回
収
・
町
サ
イ
ク
と
す
る
た
め
に
騰

・　
　
　
　
費
用
が
か
か
呵
書
す
。

ボク麹、ちやんと

リサイクルしてね。

１０
月
１
日
よ
り
以
前
に
販
売
さ

れ
た
パ
ソ
コ
ン
製
品

（Ｐ
Ｃ
リ
サ

イ
ク
ル
の
マ
ー
ク
な
し
）
の
回
収

料
金
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

消
費
者
の
皆
さ
ん
に
ご
負
担
い

た
だ
く
回
収
再
資
源
化
料
金
は
、

循
環
型
社
会
を
目
指
す
た
め
に
活

用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
メ
ー
カ
ー
で

は
再
資
源
化
こ
と
も
に
、
環
境
員

荷
の
少
な
い
製
品
の
開
発
を
進
め

て
い
ま
す
。
ご
協
力
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

使
用
済
み
パ
ソ
コ
ン
の
回
収

・

リ
サ
イ
ク
ル
の
申
し
込
み
方
法
は
、

メ
ー
カ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
受
付
窓
□

と
な
り
ま
す
。
各
メ
ー
カ
ー
の
受

付
窓

□

に

つ
い

て
は
、
各
社

の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
製
品
に
同
梱
さ

れ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
チ
ラ
シ
な
ど

で
公
表
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
１０
月
１

日
以
降
に
販
売
す
る
パ
ソ
コ
ン

（Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル
の
マ
ー
ク
あ

り
）
は
、
無
償
で
回
収
し
ま
す
。

【間
い
合
わ
せ
】

住
民
課
環
境
生
活
係

К
７
８
４

・
３
４
５
３

一
般
家
庭
及
び
事
務
所
か
ら

出
る
ご
み
の
焼
却
処
理
、
い
わ
ゆ

る
屋
外
で
の
野
焼
き
は
法
律
で

禁
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
（廃
棄
物

処
理
法
第
１６
条
の
２
）

こ
れ
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
排

出
削
減
対
策
と
廃
棄
物
の
適
正

な
処
理
の
観
点
か
ら
、
廃
棄
物
を

声
焼
却
す
る
す
べ
て
の
焼
却
設

備

（ド
ラ
ム
缶

・
ブ
ロ
ッ
ク
積
）
は
使

用
で
き
な
く
な

っ
て
い
る
か
ら

で
す
。

‐４
年
１２
月
１
日
か
ら
）

団
ド
ラ
ム
缶
や
プ
ロ
ッ
ク
積
等
、

構
造
基
準
に
適
合
し
な
い
廃
棄

物
焼
却
設
備
で
の
焼
却
行
為
は

廃
棄
物
の
野
焼
き
と
な
り
、
懲
役

３
年
以
下
若
し
く
は
、
３
０
０
万

円
以
下
の
罰
金
又
は
そ
の
懲
役

と
罰
金
の
両
方
を
科
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

住
民
課
環
境
生
活
係

阻
７
８
４

●
３
４
５
１

監

す

″上
`ガ
,1″
'サ

ガ■,″≒′
'■
.が■;ガ ガヽ～́,,■ ,″″

■〔″4ガ″;:ガ■

全血献血にご協力 ください

0期日
9月 24日 (水 )

0時間 。場所
年前 10時～正午
日本道路公団湯沢管理事務所前

年後 1時 30分～ 3時 30分
越後湯沢駅西□広場

0問い合わせ
福祉保健課福祉係 T[[784-4560

て
い
ま
す
Ｅ

猛 ´

監

執キ″上:″ i4

● ●

V

―
 ……… 。

製品の種類 回収料金

デスクトップパソコン、ノートパソコン、液晶ディスプレイー体型

液品ディスプレイ
3,000円

CRTデ ィスプレイー体型デスクトップ、GRTデ ィスプレイ
く

4,000円

ハ ヘ

υ

ガ
:',:

プ
::i,
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Ｆ
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浄
■
デ
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．

ナカシン文具前～楽町交差点前

岩原橋～大野原橋

8月 の 入札結果 落 250万

索豫報#士 t卜 tl:持持将

以上 )

２
０
０
３
越
後
湯
沢
款
経
Ａ
ｌ
７
７
ラ
Ｖ
ン
開
催
に
伴
う

交
通
規
制
の
Ａ
知
ら
せ

千

９
月
２８
日

（日
）
、
「
２
０
０
３

越
後
湯
沢
秋
桜
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
」
が
中
央
公
園
陸
上
競
技
場

を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
す
。

開
催
に
伴
い
、
］石
原
橋
～
大

野
原
橋
及
び
ナ
カ
シ
ン
文
具
前

～
楽
町
交
差
点
前
に
お
い
て
交

通
規
制
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

【間
い
合
わ
せ
】

産
業
観
光
課
　
　
　
　
　
　
′

砒
７
８
４

・
４
８
５
０

■
～
４
ｆ
Ｉ
ユ

，

／
１
Ｉ
Ｉ
螂

一　

こヽ
・

|

●案内警板

通行1競び―疼通籍
甲蔵1騨感e掲登―恩目
韓尊:80～ la,3a
(最終t諄ンⅢ…藤議過裁窮
選行戯 癬線th雄亀v琴す寵Ⅲ

☆尋憲編～鶏頗犠漁麟
炒一員斌外Φ韓閣も

l驚戴)ム

穏轟iaOまで
鷲荘tゝ牽

三スコー 盈奉

野球場

Ⅲイ

フレが ◆案内箸板

過 行 止
甲麓16年a爵28B
9:僻a-18と40

番 号 工事名等 ヌ 円 ) 請負業者
建第4号 工 741 棚山井建設
建第 5号 豹尾沢 1号線線消雪施設 (さくt井)工事 8,715 碑つどい総業
建第 8号 上中子宅地造成舗装新設エモ子 8, 820, 000 関越舗道棚
水第 7号 上水道西田 3号井戸 (さ く, :)工事 [ 400, 000 帥中由商会湯沢営業所
建第 9号 50C 000 爛豊田屋建設
18 そ の Z

産観第 3号 工 1 55〔 脚文明屋
建第 10号 2 工 68 l有)貝瀬建設
下第 54号 汚水枝線新設 (その 17)エモ争 岡恵産業
管受第 14号 工 爛森下組
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☆
源
六
＝
第
‥
号
り
防
堰
堤
の

文
化
財
登
録
記
倉
Ｔ
ベ
ン
ト
の
ご
案
向

【問
い
合
わ
せ
】
　
　
　
　
　
，

国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局
´

湯
沢
砂
防
事
務
所

砒
７
８
４

，
２
２
６
３

地
域
の
皆
さ
ん
に
、
大
源
太
川
第
１
号
砂
防
堰
堤

が
わ
が
国
の
最
初
期

（昭
和
１４
年
）
に
完
成
し
た
ア
ー

チ
式
砂
防
堰
堤
で
歴
史
的
景
観
に
寄
与
し
て
い
る
も

の
と
し
て
高
く
そ
の
価
値
が
認
め
ら
れ
、
登
録
有
形

文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
登
録
に
つ
い
て
、

広
く
知

っ
て
い
た
だ
き
、
砂
防
堰
堤
に
対
す
る
関
心

を
高
め
て
も
ら
お
う
と
文
化
財
登
録
記
念
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
す
。

◇
日
時
９
月
２０
日

（土
）

年
前
９
時
～
９
時
３０
分

（予
定
）

◇
場
所
旭
原

（大
源
太
川
第
１
号
砂
防
堰
堤
広
場
）

◇
日
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

９
月
２０
日

（土
）

年
前
１０
時

（現
地
集
合
）
～
年
後
５
時

　
　

　

‐

◇
場
所
　
　
　
　
“

大
源
太
キ
ヤ
ニ
オ
ン

・ヽ　
　
　
　
　
　
　
　
′

◇
募
集
　
　
ノ
　

．　

●．

湯
沢
町
に
居
住
す
る
親
子

（家
族
）
２０
組
４０
人
程
度

◇
参
加
費
用

　

´

親
子
２
人
５
，
０
０
０
円
●

３
人
家
族
７
，
０
０
０
円

４
人
目
か
ら
１
人
増
え
る
ご
と
に
２
，・
０
０
０
円

（昼
食
付
。
現
地
ま
で
の
往
復
交
通
費
は
各
自
員
担
）

◇
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

砂
防
教
室
…
年
前
１０
時
１０
分
～
１１
時
４０
分

力
叉
―
体
験
…
年
前
１１
時
～
正
午

ブ
ナ
林
散
策
…
年
後
２
時
～
３
時

ブ
ナ
林
コ
ン
サ
ー
ト
…
年
後
３
時
３０
分
～
５
時

ほ
か
※
雨
天
の
場
合
は
内
容
の
変
更
ガ
あ
り
ま
す
。

◇
参
加
申
し
込
み
は
、
は
が
き
で

〒
９
４
９

１
６
６
２
６

六
日
町
大
字
六
日
町
１
０
６

‐
１

エ
フ
エ
ム
雪
国

「大
源
太
ま
る
ご
と
体
験
」
係

※
そ
の
他

イ
ベ
ン
ト
で
∴
除
幕
式
」
及
び
「大
源
太
ま
る
ご
と

体
験
」
の
う
ち
ブ
ナ
林
コ
ン
サ
ー
ト
は
参
加
自
由
で

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

文
化
財
登
録
記
念
碑

・

／

‐

＼

大
源
太
ま
る
ご

(  ,◆
自
分
は
大
文
夫
っ
て
言
い
切
れ
ま
す
か
？
◆

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
年
間
１
２
０
万
件
を
超
え
る
交
通
事

故
の
被
害
者
に
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
の
死
傷
者
数
は
、
こ
の
１０
年
間
で
約
３７
パ
ー
セ
ン

ト
増
加
し
、
単削
年
に
比
べ
若
干
減
少
し
た
も
の
の
、
未
だ
多
数
の

尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
平
成
１４
年
の
負
傷
者
数
は
、

過
去
ワ
ー
ス
ト
２
の
約
１
１
７
万
人
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。

毎
年
絶
え
な
い
交
通
事
故
は
、
誰
も
が
被
害
者
に
も
、
そ
し
て

加
害
者
に
も
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
、
よ
り

一
層
自
賠
責
制
度
の
役
割
や
、
保
険
金
支

払
い
の
新
し
い
し
く
み
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
バ
イ
ク

・
原
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車
の
保
有
者

に
、
自
動
車
１
台
ご
と
に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
保
険

が
、
自
賠
責
保
険

・
共
済
で
す
。
交
通
事
故
に
よ
り
加
害
者
と

な

っ
た
と
き
は
、
被
害
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
を
負
い
ま

す
。
強
制
保
険
で
あ
る
自
賠
責
保
険

・
共
済
は
、
す
べ
て
の
加
害

者
の
賠
償
責
任
を
担
保
す
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
被
害
者
の

基
本
的
な
対
人
賠
償
を
保
障
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

０
自
賠
責
保
険

・
共
済
の
期
限
は
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
二
の
交
通
事
故
の
際
の
基
本
的
な

対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、
バ
イ
ク
・原
付
自
転
車
を
含
む
す
べ

て
の
自
動
車
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
保
険
で
す
。
車

検
制
度
の
な
い
バ
イ
ク
・
原
付
自
転
車
は
、
特
に
期
限
切
れ
、
か

け
忘
れ
に
ご
注
意
を
１

(9)



秋
季
消
防
演
習
の
お
知
ら
せ

全
消
防
団
員
が

一
同
に
会
し
、

消
防
諸
般
の
要
求
に
適
応
し
た
消

防
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的

に
秋
季
消
防
演
習
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
当
日
、
団
員
招
集
及
び
放
水
訓

練
の
た
め
、
サ
イ
レ
ン
が
吹
鳴
さ

れ
ま
す
が
、
火
災
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
お
間
違
い
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

【期
日
】

９
月
１５
日

（月

・
敬
老
の
日
）

【会
場
】

湯
沢
小
学
校
校
庭
及
び

湯
沢
町
公
民
館
付
近

【サ
イ
レ
ン
吹
鳴
時
間
】

①
午
前
８
時

。
場
所
湯
沢
西
側
の
ロ
ー
プ
ウ

ェ
ー
を

除
く
全
地
区

・
サ
イ
レ
ン
種
別

演
習

（１５
秒
吹
鳴
６
秒
休
上
し
、

３
回
繰

′り
返
し
）

②
午
後
３
時
５０
分
頃
　
　
　
　
／

・
場
所
　
　
　
　
　
一

湯
沢
町
公
民
館

・
サ
イ
レ
ン
種
別

近
火

（３
秒
吹
鳴
２
秒
休
上
し

１
分
間
）

♭

◇スローガン◇
「夕暮れの      f｀
道路を照らす

マナァとライト」′I

t

t

「夕暮れの 道路を照らす マナーとライト」をス回―ガンに秋の全国交通安全運動が行われます。
ドライバーの方は早めにライトを点灯するとともに、高齢者を見かけたら、速度を落すなどやさしさと
思いやりのある運転を心掛けましょう。 また、歩行者や自転車利用者は、明るい服装や反射材を身に着
けるよう心掛けましょう。

湯沢町・六 日町警察署 。南魚沼郡交通安全協会湯沢支部

9同打 日 (日 )・ 午前打0時れlら T時間程麿
神立情報ケーミ十fL(神立ステーション)
交通安全を呼びかけ、啓発用品を配布します。
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わ胞りの室眼

剪

0

六
日
町
健
康
福
祉
環
境
事
務

所
の
主
催
で
湯
沢
町
公
民
館
に

お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

郡
内
の
中
学
生
１０
人
が
、
日

ご
ろ
考
え
て
い
る
こ
と
を
発
表

し
ま
し
た
。

湯
沢
中
学
校
か
ら
は
３
年
生

の
岸
野
　
龍
慈
さ
ん
（楽
町
）
が
、
′

「多
発
す
る
交
通
事
故
に

つ
い

て
」
を
発
表
し
ま
し
た
。発表する岸野 龍慈さん

発表する岸野 裕さん こ
の
大
会
は
、
南
魚
沼

郡
で
は
、
一ハ
日
町
で
の
大

会
以
来
２５
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

午
前
に
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
式
典

及
び
意
見
発
表
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

岸
野
　
裕
さ
ん

（布
場
）
が

「消
防
団
員
と
し
て
」
と
題

し
、
地
域
と
結
び
い
た
予

防
活
動
と
訓
練
の
重
要
性

訴
え
ま
し
た
。

年
後
か
ら
は
、
会
場
を

中
央
公
園
陸
上
競
技
場
に

移
し
、
ポ
ン
プ
操
法
競
技

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

湯
沢
町
か
ら
は
、
第
１

分
団
第
４
部
が
、
ポ
ン
プ

車
操
法
の
部
に
出
場
し
、

４
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

一
        
コと

ポンプ車操法の部に出場し
4位と健闘した第 1分団第 4部

剪

8髭4
ロ

一

卜、

，

¨

ぞ

(11)



高

誇
者

や
障
害
者

と
視

０
高
齢
者
本
人
が受
け
ら
れ
る
特
典

①
老
年
者
控
除

年
船
が
６５
歳
以
上
の
方
で
、
総

所
得
金
額
が

―
，
０
０
０
万
円
以

下
の
場
合
は
、
所
得
税
を
計
算
す

る
際
に
所
得
控
除
と
し
て
５０
万
円

を
総
所
得
金
額
等
か
ら
差
し
引
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
公
的
年
金
等
控
除

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
な
ど
の

公
的
年
金
や
恩
綸
は
雑
所
得
と
し

て
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の

雑
所
得
の
金
額
は
、
公
的
年
金
等

の
収
入
金
額
の
合
計
額
か
ら
公
的

年
金
等
控
除
額
を
差
し
引

い
て
計

算
し
ま
す
。

な
お
、
年
船
が
６５
歳
以
上
の
方

は
、
６５
歳
未
満
の
方
よ
り
そ
の
控

除
額
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

０
高
齢
者
を
扶
養
し
て
い
る
方
が

受
け
ら
れ
る
特
典

配
偶
者
控
除
や
扶
奏
控
除
の
対

象
と
な
る
規
族
が
、
７０
歳
以
上
の

場
合
は
、
配
偶
者
控
除
や
扶
奏
控

除
と
し
て
―
人
当
た
り
３８
万
円
に

代
え
て
４８
万
円
を
総
所
得
金
額
か

ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
納
税
者
や
そ
．
の
配
福
者

の
父
母
や
租
父
母
（老
親
竿
）
と
同

居
し
て
い
る
と
き
の
扶
奏
控
除
は
、

さ
ら
に
１０
万
円
を
加
算
し
た
５８
万

円
を
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

０
心
身
に
障
害
の
あ
る
本
人
が

受
け
ら
れ
る
特
典

①
所
得
税
の
障
害
者
控
除

所
得
者
本
人
が
障
害
者
で
あ
る

と
き
は
、
障
害
者
控
除

と
し
て
２７

万
円

（特
別
障
害
者

の
と
き
は
４０

万
円
）
を
総
所
得
金
額
等
か
ら
差

し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
相
続
税
の
障
害
者
控
除

相
続
人
が
起
身

に
障
害

の
あ
る

と
き
は
、
そ
の
方
が
７０
歳

に
な
る

ま
で
の
年
数
―
年

に
つ
き
６
万
円

（特
別
障
害
者

の
と
き
は
１２
万
円
）

が
障
害
者
控
除
と
し
て
、
相
続
税
・

額
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

０
心
身
に
障
害
の
あ
る
方
を
扶
養

し
て
い
る
方
が
　
　
　
　
，

′
受
け
ら
れ
る
特
典

①
所
得
税
の
障
害
者
控
除

　

‐

配
偶
者
控
除
、
扶
奏
控
除
の
対

象
と
な
る
親
族
が
障
害
者
で
あ
冷
，

と
き
は
、
障
害
者
控
除
と
し
て
―

人
当
た
司
２７
万
円

（特
別
障
害
者

の
と
き
ば
―
人
当
た
り
４０
万
円
）
・

を
総
所
得
金
額
等
か
ら
差
し
引
く

こ
だ
が
で
き
ま
す
。
．

②
特
別
障
害
者
と
同
み
し
て
い
る

場
合
の
配
偶
者
控
除
及
び
状
奏

控
除
①

の
特
別
障
害
者
が
、
納
税
者

や
そ
の
配
偶
者
、
納
税
者
と
生
計

を

一
に
す
る
親
族
の
い
ず
れ
か
と

の
口
居
し
て
い
る
と
き
は
、
配
偶

者
控
除
及
び
扶
養
控
除
は
、
通
常

の
控
除
額
に
３５
万
円
を
加
算
し
た

金
額
を
総
所
得
金
額
等
か
ら
差
し

引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
…

小
千
谷
税
務
署

砒
０
２
５
８

・
８３

・
２
０
９
０

r

歩

手
打
ぢ
へ
ご
Ｖ
パ
諾
習
会

越
後
湯
沢
手
打
ち
へ
ざ
ソ
バ
保
存
会
で
は
、
手
打
ち
ソ
バ
の
講

召
会
を
開
催
し
ま
す
。
自
然
食
「
ソ
バ
」
を
趣
味
と
し
て
圏
得
さ
れ

た
い
方
や
今
後
へ
ぎ
ソ
バ
保
存
会
の
活
動
に
協
力
い
た
だ
け
る

方
な
ど
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
講
習
会
は
１
日
で
終
了
し
ま
す

が
、
複
数
受
講
も
可
能
で
す
。

【日
時
】

。
１０
月
６
日

（月
）

年
後
７
時
３０
分
～
９
時
３０
分

・
１０
月
７
日

（火
）

年
後
３
時
～
５
時

・
１０
月
８
日

（水
）

年
後
７
時
３０
分
～
９
時
３０
分

・
１０
月
９
日

（木
）

年
後
３
時
～
５
時

【会
場
】

カ
ル
チ
ヤ
ー
セ
ン
タ
ー

【内
容
】

講
師
の
説
明
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
添

っ
て
手
打
ち
ソ
バ
を
作
り

ま
す
。
打
ち
上
が
っ
た
ソ
バ
は
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

【参
加
費
】

１
，
０
０
０
円

（当
日
持
参
く
だ
さ
い
。
）

※
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
等
を
持
参
く
だ
さ
い
。

【申
込
締
切
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

１０
月
６
日
の
講
圏
会
は
刊
月
３
日
の
年
後
５
時
ま
で
に
、
他
の

講
圏
会
は
、
一副
日
の
年
後
５
時
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【申
込

・
間
い
合
わ
せ
】

産
業
観
光
課

砒
７
８
４

・
４
８
５
０

広報ゆざわ H15.9.14  (12)



□
の
お
友
だ
ち

歳
児
歯
科
健
診
」

こ
れ
か
ら
も
歯

を
大
切

に
し
て

く
だ
さ

い
ね
。

（
）
は
町
内
、
淋
鞍
者
名

（故
称
略
）

佐
藤
　
学界
香
さ
ん

（堰
場
、
篤

。
夫
代
子
）

る
　
か

池
田
　
瑠
夏
さ
ん

（
一
諄

や町
，
奨

。
優
子
）

笞
田
　
颯
キ
さ
ん

（堰
場
、
な

つ
き智
之

・
裕
子
）

宮
田
　
夏
生
さ
ん

（
一
之
町
、
今

。
明
美
）

こ

う

た

森
山
　
航
汰
さ
ん

（中
子
、
浩

一
・
明
子
）

き

ら

う

　

　

　

　

　

。

近
藤
　
要
母
さ
ん

（松
剥
、や
び直
樹
・美
加
）

田
部
　
京
妃
さ
ん

（田
中
、
勝
利

・
怠
）

坂
本
　
十
佳
さ
ん

（十
子
、
潤

・
摂
子
）

ゆ

う

た

小
柳
　
祐
太
さ
ん
　
　

　

！

（
一
之
町
、
工
明

・
陽
子
）

ゆ

　
い

高
橋
　
由
依
さ
ん

（
一
之
町
、
一〓
暑
夫

。
朋
子
）

は
る

本
田
　
春
さ
ん

（原
新
田
、
真
規

。
小
百
合
）

り
　
ん

井

口
　
鈴
音
さ
ん

（西
山
、
智
裕

・
真
余
美
）

な
り
あ
き

関
　
　
成
秋
さ
ん

（宮
林
、
正
幸

。
明
実
）

た

く

み

青
木
　
拓
海
さ
ん

（中

ゆ
子
ガ
隆
司

・
美
智
代
）

帆
苅
　
優
さ
ん

（
一
津

ぎ町
゛
工
敏

・
十
穂
子
）

田
代
　
凪
彩
さ
ん

（古
滅
一工
φ
雄

一
・
洋
子
）

角
谷
　
葉
月
さ
ん

（古
野

一
、
文
賭

。
晃
子
）

・学

■
・
一
・
一
ギ‐……，

４
‐．
弟
一
■

一ド

■
， 一一Ｔ

肺
独
撒
Ｆ
害
者
呼
吸
教
室

．Ｉ

イ

医
師
、
理
学
療
法
士
、
看
護
師
な

ど
が
、
肺
の
働
き
が
弱
い
方
の
生

活
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
呼
吸

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ヨ
ン
等
の
実
習

も
あ
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
心
配

な
こ
と
を
相
談
し
ま
せ
ん
か
。

【対
象
】

坂
や
階
段
を
昇
る
と
き
患
切
れ

が
あ
る
人
、
肺
の
切
除
手
術
を
受

け
た
人
、
ト
ン
ネ
ル
エ
事
な
ど
粉

【対
象
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塵
を
吸
い
込
む
職
業
に
従
事
し
て

不
妊
で
悩
ん
で
い
る
夫
婦
、
の

．′‐
い
た
人
、
医
師
に
肺
の
働
き
が
悪

ぼ
せ

。
ほ
て
り

。
発
汗
等
の
更
年
　
　
い
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
人
…

期
症
状
の
気
に
な
る
女
性

　
　
　
　
な
ど

【日
時
】
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
　

　

　

【日
時
】

９
月
２９
日

（月
）
　
　
　
　
　
　
　
・
第
１
回

年
後
２
時
～
４
時
　
　
　
　
　
　
　
　
１０
月
１４
日

（火
）

【場
所
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぃ
　

年
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

六
日
町
健
康
福
祉
環
境
事
務
所
　
　
。
第
２
回

【相
駿
担
当
医
師
】
　
　
　
　
　
　
　
　
１０
月
３０
日

（木
）

須
藤
　
祐
悦
氏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

（六
日
町
病
院
副
院
長
　
産
婦
人
　
　
【場
所
】

科
医
師
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一ハ
日
町
病
院
講
堂

【申
込
締
切
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【申
込
締
切
】

９
月
終
日

（金
）　
　
　
　
　
　
　
　
１０
月
３
日

（金
）

【申
込

・
間
い
合
わ
せ
】
　
　
　
　
　
【申
込

・
間
い
合
わ
せ
】

地
域
保
健
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
医
薬
予
防
課
保
健
影
防
係

砒
７
７
２

・
８
１
３
７
　
　
　
　
　
　
砒
７
７
２

・
８
１
４
２

狩・＃　一トギ
神一幹学■
辮
・帯
学
準
等
弟

単
■
学
与
■
学

不
妊
“
可
年
期
相
談 “”

幹
≡‐
‐‐１
■

・

柴
一
静

士
．・２
，

れ
，
｝
ｉ

，■
・■
，キ一一一一

■■拳“与ギ

】一【「汁
・一

【
日
時
】

９
月
２８
日

（日
）

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
２
時
３０

分
【
催
し
物
】

利
用
者

の
手
作
り
作
品
展
示

。

販
売
、
利
用
者

の
活
動
記
録

の
展

示
、
バ
ザ
ー
、
無
料
大
拍
選
会

（賞

品
多
数
）
、
チ

ャ
リ
テ

イ
ー

コ
ン

サ
ー
ト
、
ア
ニ
メ
上
映
会
、
模
擬
店

（焼
き
そ
ば
、
お
で
ん
、
ジ

ュ
ー
ス
）
、

皮
作
物
産
地
直
売

※

バ
ザ
ー
品
の
提
供
は
、
９
月
２２

日
（月
）
ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

【
聞

い
合
わ
せ
】

魚
野
の
家

砒
７
７
０

ｏ
０
８
５
７

み
な
み
う
お
ぬ
ま

Ｒ
７
７
０

ｏ
１
３
３
１

■湯沢町の交通事故発生状況■

8月 末現在、前年に比べ事故件数及
び負傷者数がともに減少しています。
高齢者を見たら、思いやりの心で

安全運転しましょう。

・秋の全国交通安全運動

(9月 2,日～ 9月 30日 )

(1月～ 8月末現在 )

今年 前年 増減

発生件数 41件 61件 -20件

死 亡 者 2人 1人 +1人

員傷者数 54人 84人 -30人

魚
野
の
家

。
み
な
み
う
お
ぬ
ま

「ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り
」
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刑
務
所
作
業
製
品
展
示
即
売
会

【
日
時
】

９
月
２０
日

（土
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

９
月
２十
日

（日
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

【
場
所
】

ク

ロ
ス
１０

（十

日
町
地
域
地
場

産
業
振
興
セ
ン
ダ
ー
）

【
内
容
】

刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
ＲＰ
売

矯
工
施
設
の
紹
介

【
聞

い
合
わ
せ
】

新
潟
刑
務
所
企
画
部
門

（作
業
）

砒
０
２
５
●
２
８
６
●
５
６
２
６

【
募
集
訓
練
科

。
期
間
】

電
気
施
設
科
　
十
年
間

建
築
科
　
２
年
間

左
官
科
　
２
年
間

【
庵
募
資
格
ド

電
気
施
設
科

ｏ
高
等
学
校
以
上
を
卒
業
し
た

者

（平
成
１６
年
３
月
卒
業
予

定
者
を
含
む
）
　

　

　

　

′

・
推
薦
選
考
は
高
等
学
校
長
が

推
薦
で
き
る
者

（推
薦
は
卒

業
予
定
者

の
み
）

建
築
科

。
左
官
科

・
中
学
校
又
は
高
等
学
校
以
上

を
卒
業
し
た
者

（平
成
１６
年

３
月
卒
業
予
定
者
を
含
む
）

【
願
書
受
付
期
間
】

Ｏ
推
薦
選
考

（電
気
施
設
科
の
み
）

９
月
１７
日

（水
）
～

１０
月

十
日

（水
）
〇

一
般
選
考

Ю
月

１６
日

（木
）
～

Ｈ
月

６
日

（木
）【選
考
日
時
】

○
推
薦
選
考

（電
気
施
設
科
の
み
）

１０
月
８
日

（水
）

受
付

。
午
前
８
時
３０
分
～
９
時

〇

一
般
選
考

日
月
Ｗ
日

（水
）

受
付

・
午
前
８
時
３０
分
～
９
時

【
聞

い
合
わ
せ
】

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

砒
０
２
５
７
９
●
４
●
２
４
１
０

●
湯
元
共
同
浴
場

「山
の
湯
」

９
月
２３
日

（月
・祝
）
は
休
ま
ず

営
業
し
ま
す
。
振
替
休
日
を
、
９
月

２４
日

（火
）
と
し
ま
す
。

●
尋
俣
共
同
浴
場

「街
道
の
湯
」

ｏ
字
月
２３
日

（月
・
祝
）
は
休
ま
ず

´

営
業
し
ま
す
。

・
露
天
風
・呂
補
修
工
事
の
た
め
９

月
野
日

（月
）
か
ら
１０
月
３
日

（金
）
ま
で
臨
時
体
業
し
ま
す
。

【聞

い
合
わ
せ
】
　
　

´
．

（財
）
湯
沢
町
都
市
施
設
公
社
、

砒
７
８
４

●
４
１
１
１

９
月
２４
日

（木
）
は
、
受
水
槽
清

掃
及
び
点
検

の
た
め
、
臨
時
休
業

し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

【
聞

い
合
わ
せ
】

ロ
ー
プ
ウ

ェ
ー
事
業
所

ＴＥＬ

７

８

４

●

３

３

２

６

９
月
１６
日
（火
）
に
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
予
定
で
し
た

け
ん
こ
つ
体
操
教
室
は
湯
沢
町
公

９
月
２
日

　

角
谷

（富
沢
）

υ
メ
ッ
セ
上
ン
υ

ご
結
婚
占
め
て
こ
う
ご
ぎ
＝
書
す

古
誕
生
占
め
て
こ
う
ご
ぎ
＝
書
寸

木
下

高
井

高
橋

８

月

１２

日

８

月

１８

日

８

月

１８

日

星
那

さ
ん

瑞
希

さ
ん

舜

一
郎

さ
ん

（古
野

一
、
司

（古
野
二
、
茂

え
り
さ
ん
）

陽
子
さ
ん
）

８
月
２６
日

　

牛
木

　

ヨ
シ

さ
ん

　

（二
居
、
７４
歳
）

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
ガ
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

民
館
３
階
会
議
室
に
会
場
を
変
更

し
て
行
い
ま
す
。

【問

い
合
わ
せ
】

在
宅
看
護
支
援
セ
ン
タ
ー

砒
７
８
４

●
３
０
０
０

修

　
さ
ん
　
　
（古
野
一
し

恵

　
さ
ん
　
　
（さ
い
た
ま
市
）

笑
顔

の
た
え
な

い
家
庭
を

築

い
て

い
き
た

い
と
思

い
ま
す
。

（原
新
田
、
一
浩

・
徳
子
さ
ん
）

国民健康保険税・ 介護保険料  (第 2期 )
下 水 道 事 業 受 益 者 負 担 金 (第 2期 )

納期限は、9月 30日 のです。
□座振替納付の方は、9月 29日Θに31き落としさ
せていただきます。

※納付は便利な「□座振替制度」もあります。
ぜひご利用ください。

ク

ノ

ス

ク

)レ

平
成
１６
年
度
生
徒
募
集

山
の
湯

・
街
道
の
湯

休
業
な
ど
の
お
知
ら
せ

コ
マ
ク
サ
の
湯

臨
時
休
業
の
お
知
ら
せ

け
ん
こ
つ
体
操
教
室

会
場
変
更
の
お
知
ら
せ

ヒ

申

し

ま
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